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碧厳録の第十六則にいう「啄の機」は，禅に関心のある人ばかりでなく，広く世に知
られている禅語である。鳥の卵が孵る時，雛が殻を内からつつくのを「」といい，親鳥
が外から突くのを「啄」という。このタイミングが少しでも合わなかったら，雛は殻を破
ることができず，生命は継承されない。互いの心が一つになり，呼吸を合わせるように殻
を両側から突くことで，新たな生命は誕生する。
禅の場合，長年修業を積み重ね，ようやく機の熟した修行者に対して，師家（禅の神髄
を究め，修行僧を指導する高僧）が悟りの動機を与える絶妙の好機を「啄の機」と呼ぶ。
機を得て両者が相応ずるそのタイミングは，早くても遅くてもいけない。極めて微細な時
の内に，双方が感応せねばならない。師家に見る目なく，修行者に練磨の積み重ねなけれ
ば，決して成功しない。碧厳録には，「およそ行脚の人は，須く啄同時の眼を具し，卒
啄同時の用あって，方に衲僧と称すべし」とある。自力を頼むだけではダメ，また他力本
願だけでもダメ。実を結ばせるためには，自力，他力の勤行御恩のいずれの働きも重要で
あり，かつ好機を逃してはならないという諭しである。
教育の場において，教師たる者，啄同時という訓えを忘れてはならないであろう。学
徒がいつ殻をつつくのか，突く力の強さは十分か，一人前になる準備は既に整っているの
かどうか等，教師は目を凝らして見極め，全身の力で感じとらなければならない。「啄」
は早過ぎても遅過ぎてもいけない。教え子が殻を割り出る「」を逃さず，適切に「啄」
を与える，つまり指導の動機を与えることこそ，人を育てるということであろう。
ここに著された英語コミュニケーション紀要は，日頃から学生の人間形成学力向上へ
向けて「啄の機」を逃さずもうとしている本学科教員が，研究の志を高く掲げて自ら
を弛まず磨き上げた成果を世に問うものである。賢兄諸氏が教育の場で磨いた感性と研究
の場で培った知見を基に書きあげた力編をどうかお読みいただきたい。同時に，本紀要に
は教員学術研究会，特殊研究講座（講師をお招きし，専門分野について語っていただく学生対
象講座），学位請求論文題目および卒業論文題目を収めてある。本学科全体の志も見て取
っていただければと願う。
学道においては唯独り誰の援けも借りずに自力自覚だけで事を運ぶことはできない。学
の兄弟は道友和合し，互いに切磋琢磨せねばならないし，「啄の機」により師と弟子が
つながっていくことで学は展がり洞察も進む。本学科教員は教育指導や研究にあたってこ
の心がけを決して忘れず精進している。本紀要への投稿者および編集者には，その努力を
称え，謝意を表したいと思う。ささやかながら，本紀要を一つの拠点として，本学科の教
育研究活動が一層活発になることを関係者一同期している。大方の今後のご支援ご鞭撻を
願ってやまない。
本紀要はまた，この三月に学び舎を巣立った卒業生，一つ階段を昇って歩む在学生，そ
して新たに入学する者に贈る教旨でもある。これらの学生達の「」に対する各教員から
の「啄」が収められた本紀要により，縁あるすべての学生の心に勇気が宿り，力が満ち，
道が開けることこそ，私たちの願いである。
（英語コミュニケーション学科 井原奉明）
